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1　日　的

・荒川区や東京都において伝統的に栽培されていた野菜を知ってもらうことで、歴史や

都市環境の変化等を学び、食物の地産地消や生物多様性等に関して考えるきっかけを

作る。

・地域の特色ある野菜を、「歴史」や「食」、「栽培」を通して知ってもらうことで、地域

への愛着を高める。

2　開催日時

・第1回　平成24年8月25日（土）

・第2回　平成24年11月3日（土）

・第3回　平成24年12月8日（土）

いずれも時間は、午後2時～4時の2時間の開催

3　参加者数

・第1回　39名

・第2回　24名

・第3回　34名

累計　97名

4　講座概要及び参加者アンケート結果

次ページ以降参照

5　参考資料及び添付資料等

（1）参加者名簿

（2）アンケート結果

（3）参加費収支報告書

（4）収支報告書証拠書類



（1）第1回概要

（》　テーマ

「江戸東京の伝統野菜ってなあに？」

（診　講　師

江戸東京・伝統野菜研究会　代表　大竹道茂氏

（卦　内　容

第1回は、導入編として、「江戸東京野菜とはなにか」、「荒川区はどんな所だった

のか？」ということについて、ご説明いただきました。そのことに、関連して、野

菜は本来旬があるもの、国定種の野菜は季節に基づいてその地域の生活の中で受け

継がれてきたもの、とのお話しがありました。

政治経済の一大中心地であった江戸から東京への移り変わりの中で、三河島など

近郊にある野菜の生産地は、それを支えた地域の一つであり、三河島菜などの江戸

の伝統野菜が栽培されていました。三河島菜が荒川区から絶えてしまってから、東

北仙台で再発見され、区立小学校で栽培されるまでの「三河島菜復活」の道程につ

いても、ご紹介いただきました。

④　アンケート結果（主なご意見）

・江戸時代はどんな調理方をされていたのか興味を持ちました。

・大変勉強になりました。地産地消で江戸の野菜が普及すると良いですね。

・実際に育てている所を見てみたい、そして調理などをしてみたいです。

・江戸東京野菜がこんなにもたくさんの種類があるとおもっていませんでした。

大変おもしろかったです。

寺島ナス（揚げ浸しにして、試食しました）
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（2）第2回概要

（か　テーマ

「伝統野菜が育ったまちあらかわ！！　三河島菜と汐入大根」

（塾　講　師

樹木医・荒川区環境課　彦坂雅男氏

（診　内　容

第2回では、特に荒川区のお野菜に焦点をあて、三河島菜、汐入大根を中心に特

徴や関連する文献等を見ました。明治以降の細密画では、これらの野菜の細かな描

写や育成に関する説明がなされています。そこから、三河島菜といっても、その種

類は様々あったことがわかります。また、荒木田大根も汐入大根も、同じ二年子大

根（種を秋に蒔いて、年明け2、3月に収穫する）という固定種であることもわか

っています。

さらに、講座の後半では、江戸～昭和の地図をもとに、荒川区の環境変化、都市

化の過程で、農地が失われていったことを学びました。

また、三河島菜や汐入大根などが衰退していったかという背景には、都市化によ

る農地の消失と、白菜や青首大根など、輸送・消費しやすい野菜がもてはやされた

ということが原因としてあるのだということを知りました。

④　アンケート結果（主なご意見）

・荒川区の歴史、成り立ち等、大変興味深く楽しかった。昔と現在とのつながり

が実感させられた。実際に種を探し出して栽培するなど、興味がつきない。

・野菜の名称と地域名称のなりたち等と現在の地名の関わりが一層興味深くその

細部は時代小説を紡彿され楽しく拝聴した。

・荒川区と農業は、現在の町の様子からは想像もつきませんでしたが、今日のお

話しを伺って、昔の様子のイメージが膨らんで興味がつきません。現在は、日

本中、世界中から東京に野菜、果物などが入り、一見豊かそうに見えますが、

近郊から農産物が供給されていた時代の豊かさというものを感じました。

・三河島菜の衰退が良く分かった。三河島菜を食べて、茎は甘味があったけれど

も、葉はにがみがありました。

三河島菓（参加者の方が栽培したものです）
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（1）第3回

（》　テーマ

「あらかわの伝統野菜をおいしく食べよう」

（塾　講　師

東京食材ともんじゃを楽しむお店　押上よしかつ　店主　佐藤勝彦氏

（診　内　容

第3回は、実際に、三河島などの江戸東京野菜を調理されている、飲食店主であ

る佐藤勝彦氏のお話しです。

江戸東京野菜を提供するうえ配慮されていることとして、野菜の個性を生かす、

野菜にまつわるストーリーを説明する、旬を大事にする、作り手とのフェアトレー

ドを挙げていました。それらを丁寧に、客（消費者）に伝えていくことで、より一

層その存在を特別なものとして、その時期にそのもの（野菜）を、食べられる喜び

を感じることにつながっていくのです。

また、最後に「郷土料理は地場農業とつながっている、東京に郷土料理はあるだ

ろうか」、「食物の味は、その土地の環境が作り出す味なのだ」というお話しがあり

ました。日本全国や外国からの食材を多く利用する東京に住んでいる私たちが実感

として感じ、また環境について考えさせられる言葉でした。

④　アンケート結果（主なご意見）

・こだわりの食材から生まれる問題点を発送転換で乗り切り現在に至る苦労と

経緯に感服。是非お店で味わいたいと思う。

試食会楽しく美味でした。頂いた三河島菜を早速自宅で調理してみます。

・身近に伝統野菜が存在していることを知り、新鮮でした。自分のこれからの

生活の中で、使う機会が出てくるかどうか、あることを望んでいます。

・東京で作っている野菜は低農薬という事がとても意外でした。あとは、東京

の農地は広くないので、すみずみまで手をかけられるという事に関しては、

学校での部活動で、せまいなか作業しているので、とても納得でした。

（都立農産高等学校の生徒さんの感想より）

宮寺農園の三河島菓（ハウス栽培）
お野菜カフェ（試食会）の様子
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第1回アンケート結果

第2回アンケート結果

この講座をどうやって知りましたか

未記入

その他（環境　6％
サロンなど）

18％

環境情報誌エ
コとも

3％

区ホームペー

ジ

0％

第3回アンケート結果



第1回参加者アンケート
（自由意見）
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三 河 島 菜 の 実 物 を見 た か った

江 戸 野 菜 にう いて学 びた い と思 いま した

前 々か ら興 味 が あって 、い い機 会 だ った の で

食 青 に関 心 が あり、子 ども達 に伝 えた い ため

最 近 家庭 環 境 の 変 化 に依 り物 事 に対 して 問 題
意 識 を持 つ ようにな った ところ、タイミング 良 く目
に した講 座 で した 。

講 座 の 内 容 も新 鮮 でお もしろく、試 食 もお い しく満 足 で し
た 。伝 統 野 菜 を使 った 料 理 教 皇 も興 味 有

江 戸 妃 の 時 代 小 説 によく近 郊 農 村 か らの 野 菜
が 江 戸 に運 ば れ る様 子 が 出る 。区 役 所 の 広 報

で、荒 川 野 菜 （東 京 野 菜 ）の 本 を購 入 してみ た
り、居 住 地 が 昔 どん な所 だ った か とても興 味 が
ある。新 聞紙 上 でも、最 近 ち らほ らと同 様 の 試

み が 紹 介 され て いる。

寺 島 ナ ス試 食 につ い て 、とてもしっか りした 歯 ごたえ で満
足 。食 べ ごたえ が あ った 。た くさん の 種 類 が あるの が 驚
き。また 、歴 史 も非 常 にお もしろい 。身 近 な土 地 に色 々 な
事 が あ った の と、実 際 の 物 が む す ぴ つ くお もしろさが あり、
こん な 生 活 に密 着 した ことをもっと知 って いきた い 。

江 戸 野 菜 に興 味 が あった の で
江 戸 時 代 は どん な 調 理 法 をされ て いた の か 、興 味 を持 ち
ました 。また栽 培 され てい た地 元 で は どんな ふ うに食 され
てい たの か も知 りた い と思 い ました 。

料 理 が 好 きな の で食 材 に興 味 が 有 り、どん な も
のな の か ？という事 で、参 加 希 望 しました 。

食 材 （江 戸 兼 京 野 菜 ）を知 ることに並 行 して 、料 理 法 （レシ
ピ ）も知 りた いと思 いま した 。

江 戸 伝 統 野 菜 に興 味 が あった ため

食 文 化 に興 味 が あ りました の で 、申 込 しました 江 戸 重 京 野 菜 につ い て ．もう少 し勉 強 したい と患 い ます
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■栽 培 か ら食 事 会 が － 連 で や ると面 白 い か もしれ な い 。三
河 島 菜 な ど荒 川 区 由 来 の もの を

小 学 校 教 育 で食 青 をしてい るた め 、自分 自身 江
戸 東 京 の 野 菜 につ いて、知 りた か った

江 戸 兼 京 の 野 菜 につ い て 、よくわ か りました 。今 日教 えて
いた だいた ことを子 どもたち に伝 えて いきた いで す 。でき
れ ば 、学 校 で 、出 前 授 業 の ように教 えて くだされ ば うれ し

い です 。太 目は ありが とうござ いま した 。
地 域 の 伝 統 につ いて 、調 べ てい るか ら 種 につ い て 、もっと調 べ た くな った

区報 を見 て

生 まれ 育った農 家 （汐 入 ）で 、そ の 昔 汐 入 大 根
を育 てていた話 しを子 供 の ころか ら聞 いて い ま
したの で。

大 変 勉 強 にな りま した 。地 産 、地 消 で 江 戸 の 野 菜 が 普 及
す ると良 い です ね 。円楽 師 匠 の 「目黒 の 秋 刀 魚 」の 話 しは
面 白 か った 。

老 年 になって 、食 べ る量 が 減 りま した の で 、素
材 か ら吟味 した食 生 活 を 目指 した いと思 ってい
たときに．この 開 催 を知 りました。

江 戸野 菜 に興 味 が あった の であ るため

固 定種 、在 来 種 の 野 菜 に 興 味 が あった

「東 京 の伝 統 野 菜 ってな あ に」まさにそ の とお
り。どん なことを学 ぶ の だろう、楽 しみ

江 戸東 京 野 菜 とは ？何 か と思 いま した

江 戸 束 京 野 菜 に つい て何 か 教 え てい ただ こうと
思 いました 。

観 光ガ イドとして、荒 川 の 野 菜 に つ いて 、お客
様 にご案 内 した の で、参 加 させ て いた だきまし
た。

先 生 の お 話 しが とても魅 力 的 で した 。古 い お 野 菜 の 話 な
の で どうか と思 ってい た の です が 、非 常 にわ か りや す く、
関 心 を深 め ることが できま した 。

育 てて 学 ぶ 江 戸 東 京 の お野 菜



第1回参加者アンケート
（自由意見）

子 供 に話 を聞 か せ た か った

江 戸 野 菜 につ い て、色 々 と知 りたか った の で
実 際 に育 て てい る所 を見 てみ た い 、そ して 調 理 な どをして
み たい です

三 河 島 菜 、枝 豆 、谷 中 生 姜 の 江 戸 野 菜 に興 味
が あった か ら

江 戸 野 菜 に興 味 が あった の で

伝 統 野 菜 に興 味 が ある お もしろか った
食 材 の 安 全 、地 元 の 地 産 地 消 に関 心 が ある 興 味 深 い お 話 しだった

三 河 島 菜 の事 を知 りたか った の で
江 戸 東 京 野 菜 が こん な に も沢 山 の 種 類 が あると思 ってい
ませ ん でした 。大 変 お もしろか った です 。



第2回参加者アンケート
（自由意見）

講 座 で学ん だ こと、印 象 に残 った こと、感 想 その 他 ご意 見

荒 川 区 に 田畑 が ない事 をさび しく思 い ま した 。江 戸 東 京 野
菜 は この ままで は 、なくな りつ つ ある植 物 な の で 、考 え な け
れ ば な らな いなと思 いました 。

三 河 島 菜 の 衰 退 が 良 く分 か った 。三 河 島 菜 を食 べ て 、茎
は 甘 味 が あった けれ ども、葉 は にが み が あ りま した 。

荒 川 区の 歴 史 、成 り立ち 等 、大 変 興 味 深 く楽 しか った。昔
と現 在 との つ なが りが 美 感 させ られ た 。実 際 に種 を探 し出
して栽 培 す るなど 、興 味 が つきな い 。

もっと具 体 的 に栽 培 方 法 を知 りた か った 。（土 や 肥 料 など ）
三 河 島 菜 、おい しか ったです 。

荒 川 区の 歴 史 につい て、理 解 を深 め た 。
地 産 につい て、谷 中 ショウガ の 産 地 が 荒 川 区 と聞 い てい た
が 良く分 か った 。
古 地 図 の 紹 介 あ りが とうござ いま した 。

交雑 しや すい科 が ある事 を知 る。固 定 種 の 野 菜 は 育 てる
育 てる ことを体 験 希 望の に難 しい様 です が 、（味 が ）本 来 の 味 が うれ しいです 。

第 1 回 に参 加 できな か った の で 、講 座 の 内容 で古 い地 名 な
どもう少 し聞 きた か ったです 。

荒 川 区と農 業 は 、現 在 の 町 の 様 子 か らは 想 像 もつ きませ
ん でしたが 、今 日の お話 しを伺 って 、昔 の 様 子 の イメー ジ
が 膨 らん で興 味 が つきませ ん 。現 在 は 、日本 中 、世 界 中 か
ら東 京 に野 菜 、果 物 などが 入 り、一 見 豊 か そ うに見 えます
が 、近 郊 か ら農 産 物 が 供 給 され てい た 時 代 の 豊 か さとい う
もの を感 じました。

土 の話 が 開 けてよか った 。三 河 島 菜 を実 際 にみ ることが で
き、試 食 もできてよか った 。茎 の 部 分 に甘 味 が あった 。

野 菜 の 名 称 と地 域 名 称 の な りたち等 と現 在 の 地 名 の 関 わ

次 回 が 楽 しみ です 。りが 一 層 興 味 深 くそ の細 部 は 時 代 小 説 を紡 彿 され 楽 しく拝
聴 した 。

観 光 ガ イドとしても大 変役 に立 ち、楽 しい時 間 が もてま し 意 外 に 認 知 され てお らず ビックリします くこの カ レッ
ジが ）何 か 広 め る方 法 ？た 。

三河 島 菜 の ル ー ツや荒 川 区 の 過 去 が どん な 場 所 であ った

今 現 在 作 ってみ た くても畑 が 無 い の で 、これ か らの
伝 統 野 菜 を見 直 し荒 川 でも伝 え てい く方 法 が 知 り
た い 、文 化 を残 す に は ！

のか 住 ん でいる現 在 の 私 が 知 って おくことか ら、これ か ら
の江 戸 伝 統 野 菜 を活 か して い くべ きな の か 疑 問 とに直 す
必要 性 を感 じました。コン クリにな って いる現 在 の 土 地 に
は野 菜 に取 って 良い 土壌 が 有 るの で は な いか ？この 土 地
が 畑 であった事 にお どろきま した 。



第2回参加者アンケート
（自由意見）

荒 川 区 の 地 域 性 につ いて知 り、その 地 域 の 産 物 が わ か り
知 鼓 として 知 ることは 出 来 ます が 、庭 が な い の で 、
育 成 できな い の が 残 念 です 。

やす く理 解 出 来 ました 。伝 統 野 菜 は 深 い味 わ い が あ ります
ね 。

汐 入 在 住 1 1年 、勉 強 にな りま した 。

荒 川 区 の 地 形 と川 の 流 れ で 伝 統 野 菜 が わ か り理 解 でき
た 。

種 の 交 雑 の 話 が おもしろか った 。

荒 川 区 の 成 り立 ちの お話 しとともに 、伝 統 的 な野 菜 の 育 成
伝 統 野 菜 を熱 心 に栽 培 され て いる 方 が い るの を知
りま した が 、そ の ご苦 労 が 実 生 活 の 中 で 、どの よう
に食 べ られ て いるか 、特 色 を生 か した食 事 は どうよ
うにア レンジ され て いるか 知 りた い と思 い ます 。

にも深 くか か わ ってい たことが わ か りま した 。都 市 の 変 遷
につれ て 、野 菜 の 種 類 が 変 わ ってきたということは 、野 菜
が進 化 した ということな の か 、固 有 の 性 質 が 失 わ れ て し
まった ということもあ ります か ？

写 真 が 多 くわ か りや す か った 。

地 理 の 歴 史 を学 ぶ 必 要 を感 じた 。 費 用 が か か って も江 戸 野 菜 を食 べ てみ たい です 。

時 代 の 流 れ に埋 没 した 三 河 島 菜 を試 食 して 、甘 味 と苦 味
を満 喫

荒 川 区、野 菜 の 話 しが 良 くわ か り、勉 強 にな りました 。



第3回参加者アンケート
（自由意見）

講 座 で学 んだ こと、印 象 に残 ったこと、感 想 　　 この 講 座 に 関 す る意 見
今 後 の エコセンター の 講 座 全 般 に 関 す る ご要 望

三 河 島 菜 、汐 入 大 根 を使 うことで 、江 戸 野 菜 を知 る機 会 が でき
ました 。

地 元 で伝 統 野 菜 の 色 々を栽 培 か ら食 べ るま で 、試 され て いる

基 本 的 な 事 として 、食 に 関 す る事 を 多方 面 か ら見 る事 を知 らなか ったし、感 動 もした 。少 しず つ でも漫 透 して行 け ば

良 い の です が 。 ことが 出 来 た 。今 回 の 企 画 は 色 々 な 面 で 発 見 の 講
これ か ら、自 由時 間 を持 つ 人 が 増 えて くる の で 、何 とか もっと多 座 でした 。
くの 人 に知 ってもらいた いもの です 。

環 境 という視 点 を踏 まえ 、「食 べ る」を考 えることは 、とてもよい
多世 代 が 交 流 できるような 内 容勉強 になった

3 回 出席 しました 。荒 川 区 の 地 勢 の 話 、仙 台 に残 って いた 三 河 日頃 環 境 サ ポ ー ター に て 、情 報 を聞 い て います 。

区 民 の 皆 様 に この 様 なセ ミナー が あ るの を知 らな
い方 が 多 い の で残 念 で す 。

島 菜 、試 食 させ ていた だき、楽 しい講 座 で した 。

伝 統 野 菜 （江 戸 ）を残 す とい うの は 、大 変 な 苦 労 が あ ることを知

次 も続 けて 、深 い もの に して いただ きたい 。りました 。鎌 倉 野 菜 という伝 統 野 菜 が 手 に入 るの と同 様 になっ
たらと思 います 。

前 回 いただ いた種 をい ろい ろな 人 に お分 け して 、育 てて いる様
なの で、実 物 として、三 河 島 菜 を見 せ て あ げ たい と思 いま す 。
学 んだこの 機 会 に江 戸 野 菜 をもっと普 及 す るように廣 い ます 。

こだ わ りの 食 材 か ら生 まれ る問 題 点 を発 送 転 換 で乗 り切 り現
在 に至 る苦 労 と経 緯 に感 服
是 非 お店 で味 わ いたい と思 う。
試 食 会 楽 しく美 味 で した 。頂 い た三 河 島 菜 を早 速 自宅 で 調 理 し
てみ ます 。

荒 川 区の 伝 統 野 菜 「三 河 島 菜 Jr汐 入 大 根 」荒 川 区 は 農 村 で野 観 光 ボ ランティアとして 、お 客 様 に お話 しす る とき
菜 を作っていた事 に あた りま えの 事 な の に、びっくり。 に 、自分 で 作 り食 して 、実 感 として 、お 話 しできるこ
種 をいただき 、我 が 家 でも「塩 漬 け 」「揚 げ との 煮 び たし」を作 り とが うれ しく患 い ます 。ボ ランテ ィア の 会 で皆 様 にも
大 変 おい しくいただきました 。 食 して いた だきま した 。

一 般 的 な野 菜 として 、人 参 な ら人 参 、大 根 なら大 根 といった感

料 理 に関 した 事 を考 えて もらいた い気 が します 。じで 、料 理 をして きました が 、野 菜 そ の もの の 美 味 しさか らメ
ニ ュー を考 えたいと思 いま した 。

江 戸 東 京 野 菜 の 歴 史 等 に大 変 興 味 を持 ち 、これ か ら、食 べ 方
荒 川 の 野 菜 が 詳 しく解 るようにな りま した 。につ いて、勉 強 したい と思 い ます 。

今 住 ん でいる汐 入 の 事 が よくわ か りま した 。あ りが とうござい ま
す 。

三 河 島 菜 が おい しか った です 。

身 近 に伝統 野菜 が存 在 していることを知 り、新 鮮 で した 。京 野

今 年 は い ろい ろな 企 画 に 参 加 させ て いた だきま し菜 とかT V の 料 理 番 組 で その 地 方 独 特 の 野 菜 が 育 て られ 日常

に食 べ られ て いることは 知 って いた が 。自分 の これ か らの 生 活 て 、あ りが とうござ いま した 。
の 中で、使 う機 会 が 出 てくるか どうか 、あ ることを望 ん でい ま できる限 り、きれ い な空 気 、きれ い な 水 を保 て る生
す 。佐 藤 氏 の お話 は 、実 際 に業 務 として 、携 わ って い られ る具 活 を保 持 できるように 、努 め た いと思 い ます の で 、
体 的 な内 容 で、よくわ か りま した 。ご苦 労 の ほ どが 、実 感 として 参 考 にな る講 座 が あれ ば 幸 い です 。
伝 わ り有 益 でした 。
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郷 土 料 理 としての 知 識 を持 つ ともっと理 解 できると思 った 。野 菜
準 備 等 大 変 と思 います が 、生 でな く油 で いた め た
り、もう少 し、料 理 した 状 態 の 野 菜 を食 べ てみ た い
と思 い ます 。

といって も、奥 が 深 い です ね 。

勉 強 になりました 。帰 りましたら、ご近 所 の 方 にもお 話 しした い
と思 います 。

ル ー トが ない の が 、残 念 です ね 。
佐 藤 先 生 の お 話 しが 良 か った です 。

我 が 家 の ベランダ 栽 培 で は 無 理 で しょうね 。

実 際 に 取 り扱 ってい る飲 食 店 の 立 場 か ら、具 体 的 な仕 入 れ や
野 菜 の 取 扱 いにつ いて の 話 が あ り参 考 にな った 。話 も大 変 分
か りや す か った 。講 師 の 熱 い 思 い が 伝 わ ってきた 。

よしか つさん の 食 材 へ の こだ わ りはす ぼ らしいです 。
荒 川 区 内 で 三 河 島 菜 、汐 入 大 根 を育 て られ な い
か 。

自由意 見 なし

郷 土 料 理 ＝地 場 農 業 という視 点

経 営 者 か らの 観 点 で 、色 々 な話 を聞 か せ て いた だい て非 常 に
勉 強 になりました 。学校 で は 、江 戸 野 菜 の 詳 しい事 は勉 強 で き
ないの で、今 日特 徴 な どの 話 を聞 けて ありが たい と思 いま し
東 京 で作 って いる野 菜 は 低 農 薬 という事 が とても意 外 で した 。
あとは、東 京 の 農 地 は 広 くな いの で 、す み ず み まで手 をか け ら
れ るという事 に関 して は 、学 校 で の 部 活 動 で 、せ ま いなか 作 業
しているので 、とても納 得 で した 。
一度 押 上 よしか つ に行 ってみ た い と思 い ま した 。店 主 の 佐 藤 さ
ん もお話 しが 上 手 で おもしろい講 座 で した 。

江 戸 東 京 野 菜 は 環 境 が つ くる味 。農 産 高 校 生 として は 、とて
も、タメになる講 座 でした 。

私 は農 産 高 校 の 食 品 科 で は あま り野 菜 の ことを詳 しくや らな
か ったの で 、今 回 の 講 座 とても良 か った です 。美 味 しい お野 菜
ごちそう様 でした 。あ りが とうございま した 。
江 戸兼 京 野 菜 につ いて 、あま り知 らな か った の で 、この 講 座 を
受 けて本 当に 良 か ったです 。
ダイコンの種 類な どや 調 理 の 仕 方 など漉 けて 良 か った です 。
江戸 兼 京 野 菜 につ いて 、全 く知 らな か った けれ ど 、今 回 の 講 座
で少 し知 ることが できま した 。今 後 あま り聞 く機 会 もな いの で、
本 当に 良か ったです 。

江 戸束 京 野 菜 は 形 によって料 理 を変 えるとよい。
汐入 大 根 の葉 は 油 と相 性 が よい 。
三 河 島 菜 は 大きい ため 、その まま寿 司 にす るの もよい 。
江 戸 東 京 野 菜 は 、環 境 が 作 り出す 味 であ る。
感 想 、江 戸 束 京 野 菜 の 良さをあ らた め て知 った 。三 河 島 菜 、美
味 しか ったです 。




